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ポストコロナ社会の省人ラボ にむけて



2

粉体成膜プロセス研究の
ハイスループット化のための

データ駆動型プロセス・インフォマティクス
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本研究



粉体成膜プロセスで作られる日本の主力製品
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複雑現象だからこそ，
勘コツ・すり合わせが得意な日本の強み

- DPF; Diesel Particulate Filter
- GPF; Gasoline Particulate Filter
- PEFC; Polymer Electrolyte Fuel Cell
- SOFC; Solid-Oxide Fuel Cell



粉体成膜プロセスの現状
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・粉体成膜プロセスは，料理と同様に複雑現象からなる
・“良い粉”も，プロセスとの組み合わせで“良い性能”になるとは限らない



粉体成膜プロセスの複雑現象
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仮説駆動型開発では研究スループットに限界がある
→中間データ取得＋機械学習システム
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粉体プロセス・インフォマティクスの実装例

勘コツを象徴する中間データ
の見極めが重要

能動学習，ｵｰﾄｴﾝｺｰﾀﾞ技術を
ベースにした開発

「機械の研究」7月号(養賢堂)掲載予定



ポストコロナ社会での「省人ラボ」へ
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遠隔化・自動化技術を用いた
リモートものづくり研究・教育システム


